
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
う
国
民
年

金
保
険
料
免
除
等
に
係
る
臨
時
特
例

手
続
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す

対
象
者

次
の
❶
と
❷
の
い
ず
れ
も
満
た
す
者

❶�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
収
入
の
減
少

　

令
和
2
年
2
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業
務

の
縮
減
な
ど
で
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
。

❷�

収
入
の
減
少
に
よ
り
相
当
程
度
ま
で

所
得
低
下
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と

※�

令
和
3
年
1
月
以
降
の
所
得
の
状
況

か
ら
当
年
中
に
見
込
ま
れ
る
所
得
が
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
の
基
準

適
用
相
当
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

対
象
期
間

　

令
和
4
年
度
分
と
し
て
令
和
4
年
7

月
か
ら
令
和
5
年
6
月
分

※
令
和
3
年
度
以
前
分
も
申
請
可
能

申
請
書
・
添
付
書
類

❶
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
・
一
部
免
除

　
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
申
請
書
」、「
所
得
の
申
立
書(

臨
時

特
例
用)(

免
除
・
納
付
猶
予
用)

」

❷
学
生
納
付
特
例

　
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

申
請
書
」、「
所
得
の
申
立
書(

学
特)

」、

「
学
生
証
の
写
し
」

　

申
請
書
様
式
の
⑫
「
特
例
認
定
区

分
」
の
欄
の
「
３
そ
の
他
」
の
欄
に
〇

を
し
て
、「
臨
時
特
例
」
の
記
載
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
に
、
当
該
所
得
申
立
書
に
記

載
し
た
簡
易
な
所
得
見
込
額
の
内
容
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を

確
認
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
2
年
間

は
そ
の
保
管
が
必
要
で
す
。

※�

「
申
請
書
」と「
所
得
の
申
立
書
」は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/

申
請
方
法

　

保
険
年
金
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
、

熊
本
西
年
金
事
務
所
の
窓
口
、
郵
送

実
施
期
間

　

当
面
の
間

問
い
合
わ
せ
先

■
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
2
を
押
し
て
2

■
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

■
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

受
付
時
間

㈪
～
㈮ 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

第
2
㈯ 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時

問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

【
子
ど
も
が
な
り
や
す
い
理
由
】

▼
成
長
期
は
水
分
を
多
く
必
要
と
し
、

水
分
の
出
入
り
が
激
し
い
▼
体
重
当
た

り
の
不
感
蒸
泄
（
皮
膚
や
呼
吸
か
ら
失

わ
れ
る
水
分
）
が
大
人
と
比
べ
て
多
い

▼
汗
を
か
く
機
能
や
、
腎
臓
の
機
能
が

未
熟
で
あ
る

【
高
齢
者
が
な
り
や
す
い
理
由
】

▼
体
液
を
た
め
る
タ
ン
ク
（
筋
肉
）
が

少
な
い 

▼
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る

量
が
減
っ
て
い
る 

▼
の
ど
の
渇
き
や

暑
さ
に
気
が
付
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

規
則
正
し
い
食
生
活
と

水
分
補
給
を

　

脱
水
症
対
策
に
は
、
水
分
補
給
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
き
ち
ん
と
食

事
を
取
り
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
水
分
が
多
く
含
ま
れ

る
野
菜
や
果
物
な
ど
は
、
夏
場
の
脱
水

症
対
策
に
適
し
て
い
ま
す
。

脱
水
症
は

熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す

　

熱
中
症
と
は
、
熱
い
・
蒸
し
暑
い
環

境
で
起
こ
る
体
調
不
良
の
こ
と
で
す
。

症
状
は
脱
水
症
と
異
常
高
体
温
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
体
は
、
体

温
が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
「
汗
に

よ
る
放
熱
」
と
「
皮
膚
か
ら
の
放
熱
」

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

脱
水
症
に
な
る
と
、
熱
を
逃
が
す
働

き
が
弱
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
体
温

６月の歯科検診で、むし歯がなかったお子さんを
紹介します。※敬称略。（ ）行政区は検診日時点

松
まつ

岡
おか

誠
せい

也
や

（中西寺）
岡
おか

　星
せら

翔
と

（袈裟尾）
小

お

川
がわ

夏
なつ

芽
め

（遊蛇口）
木

き

原
はら

爽
そう

雅
が

（下西寺）
坂
さか

本
もと

　糸
いと

（上西寺）
白
しら

石
いし

結
ゆい

大
と

（北宮）
高
たか

木
き

皓
こう

大
だい

（菊池平野）
髙
たか

田
た

実
み

来
く

（上西寺）
髙
たか

野
の

　春
はる

（高野瀬）
田

た

中
なか

碧
あお

羽
ば

（亘）
中
なか

原
はら

　莉
りつ

（亘）
乘
のり

越
こし

湊
みな

叶
と

（北宮）
迫
はざま

　芽
め

結
ゆ

（大琳寺）
古
ふる

本
もと

乙
おと

晴
は

（西正観寺）
松
まつ

岡
おか

沙
さ

耶
や

（大琳寺）
村
むら

上
かみ

　蓮
れん

（下西寺）
歌
うた

丸
まる

弦
げん

臣
しん

（下水次）

岩
いわ

橋
はし

　禅
ぜん

（清水）
中
なか

野
の

七
なな

樺
か

（西郷）
平
ひら

田
た

充
みつ

希
き

（元村）
古
ふる

田
た

真
ま

優
ゆ

（羽根木）
今
いま

村
むら

悠
ゆ

人
と

（妻越）
安
やす

武
たけ

彩
さい

里
り

（伊萩）
有
あり

田
た

茉
ま

己
こ

（永）
大
おお

村
むら

笑
えみ

里
り

（永）
五

ご

島
とう

　照
てらす

（桜山三）
新
しん

永
なが

真
ま

央
お

（辰頭東団地）
中
なか

川
がわ

未
み

乃
の

莉
り

（富の原東）
馬

ば

場
ば

いろ葉
は

（北原団地）
松
まつ

田
だ

歩
あ ゆ み 


弓（福本一）
松
まつ

田
だ

蘭
か

鈴
りん

（岡）
村
むら

上
かみ

乃
の

彩
あ

（村吉）
温
ぬく

水
みず

皇
おう

至
じ

（永）

3歳児健診時「むし歯なし」の子

脱
水
・
脱
水
症
と
は

　

私
た
ち
の
体
の
半
分
以
上
は
水
分
で

で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
水
分
は「
体
液
」

と
呼
ば
れ
、
体
に
と
っ
て
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

体
液
は
水
と
電
解
質
（
塩
分
な
ど
）

な
ど
で
で
き
て
お
り
、
主
な
働
き
は
次

の
3
つ
で
す
。
❶
体
温
調
節 

❷
必
要

な
栄
養
素
や
酸
素
を
運
び
込
む 

❸
不

要
な
老
廃
物
を
運
び
出
す　

　

体
液
の
割
合
は
年
齢
と
と
も
に
減
少

し
ま
す
。
子
ど
も
は
体
の
80
％
、
大
人

は
60
％
、
高
齢
者
は
50
％
で
す
。
体
液

が
極
端
に
失
わ
れ
る
と
脱
水
症
に
な
り

ま
す
。

【
脱
水
症
に
な
る
と
現
れ
る
症
状
】

微
熱
、
の
ど
の
渇
き
、
体
重
減
少
、
尿

や
発
汗
の
減
少

　

さ
ら
に
脱
水
の
度
合
い
が
進
む
と
、

体
の
中
で
体
液
の
多
い
臓
器
に
異
変
が

生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
脳：め
ま
い
、
た
ち
く
ら
み
、
集
中
力・

記
憶
力
の
低
下
、
頭
痛
、
意
識
消
失
、
け

い
れ
ん 

▼
消
化
器
：
食
欲
低
下
、
吐
き
気
、

嘔
吐
、
下
痢
、
便
秘 

▼
筋
肉
：
筋
肉
痛
、

し
び
れ
、
ま
ひ
、
こ
む
ら
返
り

こ
ど
も
と
高
齢
者
は

特
に
要
注
意

　

子
ど
も
と
高
齢
者
は
脱
水
症
に
な
り

や
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
さ
さ
い
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

が
下
げ
ら
れ
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
で

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

高
温
や
多
湿
と
い
っ
た
環
境
下
で
の

マ
ス
ク
着
用
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
た
め
、
屋
外
で
人
と
十
分
な
距

離
が
（
２
㍍
以
上
が
目
安
）
が
確
保
で

き
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

子
ど
も
は
体
温
調
節
が
未
熟
で
熱
中

症
に
な
り
や
す
く
、
大
人
と
比
べ
て
身

長
が
低
い
た
め
、
熱
く
な
っ
た
地
面
か

ら
の
熱
の
影
響
を
受
け
や
す
い
環
境
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
や
周
り
の

大
人
が
水
分
補
給
を
促
す
と
と
も
に
、

規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
、
熱
中
症

に
な
り
に
く
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

成
人
は
屋
外
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
時
の

熱
中
症
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
暑
い
場

所
や
時
間
を
避
け
、
の
ど
が
渇
く
前
に

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
は
屋
内
で
も
熱
中
症
の
発
症

が
多
く
、
日
常
生
活
の
中
で
脱
水
症
に

陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
も

積
極
的
に
利
用
し
、
時
間
を
決
め
て
水

分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

　

暑
さ
指
数
が
33
以
上
と
予
測
さ
れ
た

場
合
に
ア
ラ
ー
ト
が
発
動
し
、
注
意
を

呼
び
か
け
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予

報
な
ど
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

メ
ー
ル
配
信
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

通
知
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

脱水とは、体が水と電解質（塩分など）を失うことです。暑さが本格的になるこの時期
は脱水症から、熱中症を発症しやすいので注意が必要です。こまめに水分補給を行い、
熱中症を予防しましょう!　

要介護になる原因は
口のささいな衰えやトラブルから！？

～ 献血にご協力ください ～

　高齢になると、口のささいな衰えやトラブルから始
まる口の機能の負の連鎖（口の周囲の筋力低下→機
能障害→全身の衰え）が心配されます。
　食べこぼしや滑舌の悪さが、人との食事や会話の機
会を妨げ、社会だけでなく、家族の中でも孤立を生み
ます。かかりつけ歯科での早期受診や後期高齢者歯
科口腔健康診査の受診をお勧めします。 献血カードをお持ちください

　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カードを
持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。

ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216 問健康推進課健康推進係　☎0968（25）7219

環
境
省 

熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
→

と き

内 容 ４００ml献血

❶入れ歯の調子が悪い、飲み込みにくい。➡❷
食欲が低下し、栄養摂取量が減る。➡❸気力が
湧かず、日常の活動量が減る。➡❹筋肉が減って、
筋力が低下する。➡❺ちょっとした段差でつまず
くようになる。➡❻転倒を恐れて、家に閉じこも
りがちになる。➡❼体重が減り、低栄養状態にな
る。➡❽免疫力が下がって、風邪をひく。➡❾肺
炎を併発する。➡�寝たきりなど要介護状態へ

負
の
連
鎖

①８月17日㈬ 午前9時30分～11時45分
②８月29日㈪ 午前9時30分～11時30分

ところ ①菊池警察署　②泗水支所
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